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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第97期

第３四半期連結
累計期間

第98期
第３四半期連結
累計期間

第97期

会計期間

自平成22年
12月１日
至平成23年
８月31日

自平成23年
12月１日
至平成24年
８月31日

自平成22年
12月１日
至平成23年
11月30日

売上高（千円） 4,610,9404,258,0106,170,558

経常利益（千円） 48,124 33,655 69,825

四半期純利益又は四半期（当期）純損失（△）（千円） △98,921 17,502 △78,262

四半期包括利益又は包括利益（千円） △114,534 36,164△100,064

純資産額（千円） 460,823 511,103 475,156

総資産額（千円） 5,500,8225,407,1055,447,720

１株当たり四半期純利益又は

１株当たり四半期（当期）純損失（△）（円）
△9.92 1.76 △7.85

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益（円） － － －

自己資本比率（％） 8.38 9.45 8.72

　

回次
第97期

第３四半期連結
会計期間

第98期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成23年
６月１日
至平成23年
８月31日

自平成24年
６月１日
至平成24年
８月31日

１株当たり四半期純損失（△）（円） △0.41 △1.57

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

 　　　 ２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３．第97期第３四半期、第97期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益は、１株当たり四半期（当期）純

損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　　４．第98期第３四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　　 　 ５．第97期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」（企

業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

　

　

２【事業の内容】

　当第３半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載いた

しました「事業等のリスク」について、重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、新たに決定又は締結した経営上の重要な契約等はありません。 

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

（１）業績の状況 

（経営成績の分析）　

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災からの復興需要等により緩やかな回復傾向にある

ものの、欧州債務危機の深刻化、円高の長期化等により、依然として先行き不透明な状況のまま推移しました。

　このような状況のもと、当社グループは前連結会計年度に引き続き、人件費をはじめとする諸経費の削減、製造原価

の低下などの対応策を行い、新規顧客獲得に向けて積極的に営業活動に努めましたが、海外売上高の減少、原料価格の

高騰を補うにいたりませんでした。

　その結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高4,258百万円（前年同期比7.7％減）、経常利益33百万円（前

年同期比30.1％減）、四半期純利益17百万円（前年同期四半期純損失98百万円）となりました。

　なお、当社グループは、塗料の製造、販売事業の単一セグメントであるため、セグメント情報の記載は省略しておりま

す。

 

（財政状態の分析）

（資産）

　総資産は、前連結会計年度末に比べたな卸資産が68百万円増加し、受取手形及び売掛金が80百万円、有形固定資産が

40百万円それぞれ減少したこと等により、5,407百万円（前連結会計年度末比40百万円減）となりました。

（負債）

　負債は、前連結会計年度末に比べ長期借入金が68百万円、退職給付引当金が47百万円それぞれ増加し、支払手形及び

買掛金が126百万円減少したこと等により、4,896百万円（前連結会計年度末比76百万円減）となりました。

（純資産） 

　純資産は、前連結会計年度末に比べその他有価証券評価差額金が18百万円、利益剰余金が17百万円それぞれ増加した

こと等により511百万円（前連結会計年度末比35百万円増）となりました。　 

 　

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はあ

りません。

　　　 

（３）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は194百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　また、研究開発による新製品は、次のとおりであります。

　　・鉄用特殊防水材
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年８月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年10月15日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 10,000,000 10,000,000
大阪証券取引所

市場第二部

単元株式数

1,000株

計 10,000,000 10,000,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　　

　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年６月１日～

平成24年８月31日 
－ 10,000,000 － 500,000 － 41,095

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、実質株主が把握できず、記載することができない

ことから、直前の基準日である平成24年５月31日の株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

　 平成24年５月31日現在

 区分  株式数（株）  議決権の数（個）  内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） －　 － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） (普通株式)　  45,000　 － －

完全議決権株式（その他） (普通株式) 9,906,000 9,906 －

単元未満株式 (普通株式)　  49,000 － －

発行済株式総数 10,000,000 － －

総株主の議決権 － 9,906 －

  

②【自己株式等】

　 平成24年５月31日現在

所有者の氏名又は

名称
所有者の住所

自己名義所有株式

数（株）

他人名義所有株式

数（株）

所有株式数の合

計（株）

発行済株

式総数に

対する所

有株式数

の割合

（％）

川上塗料㈱
兵庫県尼崎市塚口本町

２－41－１
25,000 － 25,0000.25

㈱友進商会
大阪府守口市大庭町２

－８－24
－ 20,000 20,0000.20

計 － 25,000 20,000 45,0000.45

(注)　㈱友進商会は当社取引先の販売店持株会である川上塗料共栄会の会員であり、川上塗料共栄会名義で

　　　所有しております。 

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年６月１日から平成

24年８月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年12月１日から平成24年８月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 574,298 570,938

受取手形及び売掛金 2,001,481 1,920,910

商品及び製品 761,172 815,403

仕掛品 30,463 47,123

原材料及び貯蔵品 255,684 252,825

その他 65,785 66,100

貸倒引当金 △24 △46

流動資産合計 3,688,861 3,673,254

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 414,578 398,909

機械装置及び運搬具（純額） 139,335 117,930

土地 775,505 775,505

その他（純額） 46,590 42,802

有形固定資産合計 1,376,010 1,335,147

無形固定資産 5,848 6,159

投資その他の資産

投資有価証券 330,120 344,136

その他 46,879 48,697

貸倒引当金 － △290

投資その他の資産合計 376,999 392,544

固定資産合計 1,758,858 1,733,850

資産合計 5,447,720 5,407,105
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年８月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,960,700 1,834,109

短期借入金 1,608,170 1,589,392

未払法人税等 7,790 3,848

その他 242,085 189,615

流動負債合計 3,818,746 3,616,964

固定負債

長期借入金 640,017 708,106

退職給付引当金 305,350 353,225

役員退職慰労引当金 53,300 54,930

繰延税金負債 27,718 32,551

その他 127,432 130,223

固定負債合計 1,153,818 1,279,036

負債合計 4,972,564 4,896,001

純資産の部

株主資本

資本金 500,000 500,000

資本剰余金 41,095 41,095

利益剰余金 △97,141 △79,639

自己株式 △6,725 △6,942

株主資本合計 437,227 454,513

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 37,928 56,590

その他の包括利益累計額合計 37,928 56,590

純資産合計 475,156 511,103

負債純資産合計 5,447,720 5,407,105
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年12月１日
　至　平成23年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年12月１日
　至　平成24年８月31日)

売上高 4,610,940 4,258,010

売上原価 3,888,542 3,566,104

売上総利益 722,397 691,906

販売費及び一般管理費 662,791 655,819

営業利益 59,606 36,087

営業外収益

受取利息 208 154

受取配当金 8,456 10,494

持分法による投資利益 1,678 3,601

技術権利料 18,177 20,337

固定資産賃貸料 1,557 1,557

その他 2,433 4,786

営業外収益合計 32,513 40,931

営業外費用

支払利息 26,417 26,374

クレーム補償金 14,950 15,488

その他 2,625 1,501

営業外費用合計 43,994 43,363

経常利益 48,124 33,655

特別利益

貸倒引当金戻入額 1,301 －

特別利益合計 1,301 －

特別損失

退職給付制度改定損 143,950 －

投資有価証券評価損 714 12,782

特別損失合計 144,665 12,782

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△95,238 20,872

法人税、住民税及び事業税 3,115 3,329

法人税等調整額 567 41

法人税等合計 3,682 3,370

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△98,921 17,502

四半期純利益又は四半期純損失（△） △98,921 17,502
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年12月１日
　至　平成23年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年12月１日
　至　平成24年８月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△98,921 17,502

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △15,613 18,662

その他の包括利益合計 △15,613 18,662

四半期包括利益 △114,534 36,164

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △114,534 36,164

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年12月１日　至　平成24年８月31日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）　

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。　　

（法人税率の変更等による影響）　

　「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律」（平成23年法律第114

号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に関する特別措置法」（平成23年

法律第117号）が平成23年12月２日に公布され、平成24年４月１日以後に開始する連結会計年度の法人税率の引き下げ及

び復興特別法人税の創設が決定されたことにより、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率は従

来の40.6％から、平成24年12月１日に開始する連結会計年度から平成26年12月１日に開始する連結会計年度において解

消が見込まれる一時差異等については38.3％に、平成27年12月１日に開始する連結会計年度以降において解消が見込ま

れる一時差異等については35.9％に変更されます。

　なお、この変更による損益に与える影響額は軽微であります。　

　　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成23年11月30日）

当第３四半期連結会計期間
（平成24年８月31日）

　１．保証債務 　１．保証債務

三井物産ケミカル㈱の売掛債権に

対する保証額

　

39,499

　

千円

三井物産ケミカル㈱の売掛債権に

対する保証額

　

49,713

　

千円 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年12月１日
至　平成23年８月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年12月１日
至　平成24年８月31日）

 減価償却費  75,195千円  減価償却費  80,201千円 

　　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成22年12月１日　至　平成23年８月31日）

　当社グループは、塗料の製造、販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成23年12月１日　至　平成24年８月31日）

　当社グループは、塗料の製造、販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年12月１日
至　平成23年８月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年12月１日
至　平成24年８月31日）

１株当たり四半期純利益又は

１株当たり四半期純損失（△）
△9円92銭 1円76銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） △98,921 17,502

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は

四半期純損失（△）（千円）
△98,921 17,502

普通株式の期中平均株式数（株） 9,971,097 9,968,175

（注）１．前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は、１株当たり四半期純損失であり、ま

た、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　２．当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記

載しておりません。

　

　

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年10月15日

川上塗料株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 林　　由佳　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大谷　智英　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている川上塗料株式会社

の平成23年12月１日から平成24年11月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成24年６月１日から平成

24年８月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年12月１日から平成24年８月31日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、川上塗料株式会社及び連結子会社の平成24年８月31日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。 
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